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図7 第二種地盤の応答スペクトルの指針値と平均値
図6により､第-種地盤では0.03秒から0.13秒､0.63
秒から計測範囲の最大値である5.00秒の周期成分で平均
値が指針値を上回り､0.13秒から0.63秒の範囲では平均
値が指針値を下回った｡図7により､第二種地盤では0.03
秒から0.23秒の周期成分で平均値が指針値を大きく上回
り､0.23秒から5.00秒の範囲では平均値が指針値を下回
った｡
6.まとめ
1)第-種地盤､第二種地盤両方の地震応答スペクトル
の平均値は､ごく短周期の成分では指針応答スペク
トルの値を大きく上回った｡
2)節-種地盤では､計測範囲内で指針応答スペクいレ
が平均値を上回っているのは 0.00秒から0.03秒､
0.i3秒から0.63秒の範囲のみで大部分が平均値を下
回った0
3)四川大地震の指針応答スペクトルはごく短周期の成
分では､特に第二種地盤に対して日本の指針スペク
トルを大幅に上回っているC固有周期が一層煉瓦建
築物の多いこの地域に大きな被害を与えた要因の 1
つであると言えるかもしれない｡
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